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コロナ禍の年末年始を無災害で過ご

すために確認しておきたいこと  

◆年末年始を無災害で過ごすための事業

場の実施事項  

令和２年 12 月１日から令和３年１月

15 日を実施期間として、今年も、中央

労働災害防止協会（中災防）の主唱によ

り、「年末年始無災害運動」が行われてい

ます。  

同運動では、事業場の実施事項として、

たとえば次の項目を挙げています。  

□ＫＹ（危険予知）活動を活用した非

定常作業における労働災害防止対策の徹

底  

□機械設備に係る一斉検査および作業

前点検の実施  

□安全保護具・労働衛生保護具、安全

標識・表示等の点検と整備・更新  

□転倒、墜落・転落、はさまれ・巻き

込まれ災害防止や腰痛予防対策の徹底  

□火気の点検、確認など火気管理の徹

底  

□交通労働災害防止対策の推進  

□年末時期の大掃除等を契機とした５

Ｓの徹底  

□年始時期の作業再開時の安全確認の

徹底  

□新型コロナウイルス感染症、インフ

ルエンザ等の感染症対策の徹底  

◆無災害の心構え  

中災防は、「一つひとつの作業を丁寧に確

認し、次の作業に備えること、そして体

調管理を万全にし、無理をしないことが

大切」としています。  

「アウティング」は不法行為  

◆アウティングとは  

 アウティングとは、本人の同意なしに、

セクシュアリティにまつわる秘密（ゲイ、

レズビアン、バイセクシャル、性同一性

障害であること等）を他者が周囲に暴露

する行為を指します。例えば、当事者か

ら好意を伝えられた人が第三者に「あの

ひと、同性愛者なんだよ」と話すのも、

相談を受けた人が「○○さんって、実は

元・男性（女性）なんだって」と漏らす

のも、本人の同意がなければアウティン

グに当たります。  

◆アウティングをしてしまうと……  

 アウティングをさ

れた当事者は、深く

苦しむことになりま

す。職場で行われた

場合、退職のみなら

ず、うつ病などの精神疾患やハラスメン

ト裁判、最悪の場合は命にかかわる可能

性すらあり、企業としても「知らなかっ

た」では済まされない問題です。実際に、

アウティングを巡る事件について裁判が

行われており、高裁判決の際は、アウテ

ィングが「人格権ないしプライバシー権

などを著しく侵害するものであり、許さ

れない行為」という判断がなされていま

す（一橋大学アウティング事件）。  

◆対策は事業主の義務  

 厚生労働省によるパワーハラスメント

防止のためのガイドラインでも、労働者

の性的指向・性自認や病歴、不妊治療等

の機微な個人情報について、当該労働者
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の了解を得ずに他の労働者に暴露するこ

と、すなわちアウティングがパワハラに

当たることが明記されています。つまり、

事業主にはその防止措置が義務付けられ

ています。具体的な防止措置としては、

職場での方針の明確化・周知・啓発、相

談体制の整備、問題が発生した際の迅速

かつ適切な対応、プライバシー保護のた

めの体制整備などがあります。  

 

WEB 面接に対する学生の意識と企

業イメージアップのポイント  

 

株式会社リクルートマネジメントソリュ

ーションズが 2021 年新卒採用選考に

参加した大学生ら 1,407 名に対して、

WEB 面接に対する心象や、ＷＥＢ面接

特有の事象と志望度・企業イメージへの

影響などの調査を実施、結果を発表して

います（「大学生の就職活動調査 2020」

2020.11.15）。  

◆８割以上の学生がＷＥＢ面接を経験  

本選考で面接経験のある学生のうち、

約 81％が WEB 面接を経験しています。

一次、二次と選考が進むにつれ、WEB

面接の経験ありと回答する学生は減少し、

対面のみの比率が多くなるものの、最終

面接においても 60％以上が WEB 面接

を行っていました。  

◆ＷＥＢ面接に対する学生の心象は？  

「ＷＥＢ面接と対面面接どちらが好ま

しいか」は選考段階によって異なり、一

次面接では「ＷＥＢ面接のほうがよい」

「どちらかというとＷＥＢ面接のほうが  

よい」と 40％以上の学生が回答した

のに対して、最終面接では 20％以下と、

選考が進むにつれて対面面接を好む学生

の割合が大きくなっています。  

◆ＷＥＢ面接のほうが好ましい理由  

ＷＥＢ面接のほうが好ましい理由とし

て、自宅で受けるため、緊張せず、リラ

ックスして臨むことができる、満員電車

を避けることができ、面接開始直前まで

対策ができるなど、面接にエネルギーを

注げるといった「心理的側面」。移動時間

や交通費がかからない、複数の企業を同

時に受けることができるといった「経

済・効率的側面」。新型コロナウイルス感

染症に対する懸念といった「社会的側面」

の３点に集約されています。  

一方、対面面接のほうが、気持ちや雰

囲気、熱意が伝わる、対面面接のほうが

話しやすい、社員の人柄や雰囲気をじか

に感じたい、最後までＷＥＢ面接で直接

会わないのは不安である、といった対面

面接のほうが好ましいとする意見も出て

います。  

◆ＷＥＢ面接で志望度・企業イメージが

アップしたこととは？  

ＷＥＢ面接で学生の

志望度・企業イメージ

をアップさせるには、

①面接官のコミュニケ

ーションに対する姿勢、②迅速かつ安心

感のあるトラブルシューティング、③場

づくりへの配慮、④働く環境の様子、⑤

柔軟な対応、がポイントになるようです。

アンケート結果では、志望度がアップし

た出来事として、以下が挙がっており、

企業としてもすぐに実践できることだと

思われます。  

①ＷＥＢ面接であることを配慮して面

接官が大きめにリアクションをしてくれ

た、しっかりと相槌をしてくれた。②回

線トラブル等で面接が出来なかった場合

でも、日程を再度調整してもらった、機

器のトラブルは選考に影響しないと言っ

てもらえた。③ＷＥＢでの面接はなかな

か慣れないよね、などと緊張をほぐして

くれる言葉をかけてくれた、ＷＥＢでも

対面でも選考基準の変化はないと言われ

た、カメラの調達など大変だったでしょ

うと労いの言葉をかけてくれた。④ＰＣ

のカメラを通して社内を見せてくれた、

面接官が自宅から面接しており、社会情

勢を考慮している会社であることがわか

り、安心感が得られた。⑤対面の予定だ

ったが、県外在住の旨を伝えるとオンラ

インに変えてくれた、など。  


